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賛助会員　募集
年会費　１口　２０００円
（団体の方は２口以上でお願いします）

【郵便局から振込】
銀　行　ゆうちょ銀行
記　号　１４４１０
口座番号　１７７３１２３１
名　義　トクヒ）ユウ　サポート

【郵便局以外の金融機関からの振込】
店　名　四四八
店　番　４４８
預金種目　普通預金
口座番号　１７７３１２３

振込をして下さる方は、お手数ですが下記
連絡先まで連絡して下さい。お名前・ご住
所などを聞かせていただきます。

特定非営利活動法人ゆう・さぽーと
０７７４（２６）３００７

中野裕介

正会員：12名
賛助会員：10名　25口

【寄付】
お菓子・雑貨（弥益様）、みかん缶詰（小出様）
衣類・雑貨（井上様）、ゲーム機（堂免様）
紙おむつ（匿名）
　　　

支えて下さり
ありがとうございます

（2014年7月1日〜2014年9月30日）

（2014年9月30日現在）

【京都地域創造基金　寄付金】
寄付者　２名
寄付金　１１０，１００円
　　　（2014年7月1日〜2014年9月30日）

　先日、城陽市に指定特定相談支援事業・障害
児相談支援事業の申請書類を提出しました。事
業開始予定は年内を予定しています。新規事業
開始の報告が遅れましたことを、お詫び申し上
げます。
　相談支援事業を行う理由はいくつかあります
が、大きな要因としては障がい福祉のカタチが
『計画相談支援』を中心に展開されていく方向
に向いてきていることにあります。計画相談と
は、相談支援専門員が作る福祉サービス等を利
用する為の計画書（サービス等利用計画）に基
づき、福祉サービスの受給が行われるという仕
組みです。適正な給付や計画的で効果的な福祉
サービス利用というメリットがありますが、行
政による給付費の管理が厳しくなるのではない
かという思いや、作成する相談員の質に大きく
左右される等の懸念も感じられます。
　当法人が支援させていただいている利用者の
方にも、続々とサービス等利用計画作成の波が
押し寄せていきています。厚労省が押し進める
この仕組みは、2015年3月までに福祉サービ

ス利用者全員に利用計画を立てるというもので
す。現状では到底間に合いません。間に合わす
為に急いでサービス等利用計画を作ることは利
用者の方の利益を失いかねません。このような
状況を見て、当法人も計画相談の事業を行う決
意をしました。9月末の職員会議にて事業開始
の報告を行い、理事の承認を得て申請に至りま
した。
　事業所名は『相談支援センター空色』で、事
務所はヘルパーステーションそらいろと兼用、
相談員も兼務の予定となります。微力ながら、
城陽市等の障害福祉の発展の為に力を尽くした
いと思います。よろしくお願い致します。

（理事長　中野裕介）
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【銀行振込】
京都信用金庫　本店（普）２１４４１２０
公益財団法人京都地域創造基金

【郵便振替】
００９３０−４−３１２２６２
京都地域創造基金寄付口座
（通信欄に『ゆう・さぽーと』と記載）

下記の口座から寄付していただくことができます。

公的サービスが使えない方へ

ガイドヘルプを届けたい！
私費サービス利用料負担の軽減にお力を下さい

詳細は
コチラ

新
規
事
業

相談支援センター 空色


